
　イベント開催報告　

イベントハイライト
出展企業ブースで最先端の技術やサービスを紹介

日間でを超えるセミナー・パネルディスカッションをプログラム

見て・触って体験できるコンテンツが充実

▲各社のブース展示が並ぶ

▲新築の大型物件の模型を展示

▲話題のテーマを多数ラインアップ

参加型コンテンツに人気
▶
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来場者数

月日（水）
雨のち曇り

１６０５人
月日（木）
曇り時々雨

１５３６人
日間合計
３１４６名
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　展示ホール内では不動産デベロッパー大手各
社をはじめ、ビルメンテナンスや不動産の賃貸
管理、設備機器メーカー、ＩＴソリューション、
家賃保証、リニューアル・リノベーションなど、
不動産オーナーを中心とする不動産従事者にと
って有益な商品・サービスを提供する企業が、
展示ブースを出展した。
　各ブースでは自社製品の実機展示やデモンス
トレーションの実施、パネル展示などが行われ、
足を止めた来場者に対して説明員が熱心にプレ
ゼンする様子がみ
られた。また、不
動産会社は自社が
展開している最新
プロジェクトの模
型展示や、ＶＲゴ
ーグルを用いてバ
ーチャル空間での
プロジェクト紹介
なども行った。来場者が回答した人気ブースラ
ンキングでは、三菱地所・森ビル・三井不動産
の社が上位を独占。また、多彩なコラボブー
スとミニセミナーで来場者の関心を集めた不動
産オーナー経営学院がそれにつづく形となっ

た。このほか、事業系専門の家賃保証サービス
を手がけるＳＦビルサポート、電気の見える化
を提案する日本テクノ、リモートワークの普及
でニーズが高まるワークブースを提供するオカ
ムラと、人気ブースの上位は直近のトレンドを
反映する結果となっている。

　最新の不動産マ
ーケット動向やテ
ナント側のトレン
ド、注目の大型開
発プロジェクトの
紹介、不動産の賃
貸経営や管理に役
立つ製品・サービ
スのＰＲなど、セ
ミナー・パネルディスカッションは豊富な話題
をラインアップした。基調パネルディスカッシ
ョンが日間を通して最も多くの聴講者を集め、
つづいて物流パネルディスカッションも定員を
超える聴講者が会場に訪れた。このパネルディ
スカッションでは国内有数のプレーヤーのほ
か、野村不動産や日鉄興和不動産といった大手
不動産会社からもパネリストを招いた。また、
賃貸不動産の市場分析に関するセミナーがいず

れも活況であったほか、賃料増額交渉や立退き
交渉といった、テナントとの交渉に関する実務
的な講演に注目が集まった。

　今回のイベントの注目コンテンツとして用意
したのが、見て・触って体験できる企画である。
「ＬＵＵＰ」の試乗コーナーだけではなく、展示
ホール内では都市模型の展示スペースを設置。
スペース内では森ビルの「麻布台ヒルズ」、東
日本旅客鉄道の「ＴＡＫＡＮＡＷＡ　ＧＡＴＥ
ＷＡＹ　ＣＩＴＹ」、都市再生機構による「陸
前高田の復興に係るジオラマ」が展示された。
最新の開発プロジェクトを鳥瞰の視点でみるこ
とができるほか、震災からの復興に取り組む様
子を体感できる場
として、来場者が
足を止めて見学す
る姿がみられた。
コロナ禍を通じて
オンラインコンテ
ンツに注目が集ま
った一方で、セミ
ナーや参加型のコ
ンテンツには根強い人気が存在していることが
確認された。

　今月日・日の日間にわたり、弊社主催の展示
会イベント「第回不動産ソリューションフェア」が
開催された。会場内では、出展企業による展示ブース
や不動産従事者にとって有益な情報がつまったセミナ
ー・パネルディスカッションなどが来場者を迎えた。
ここからはイベント当日の模様をお届けしていく。

∧
７
面
に
つ
づ
く
∨

※来場者数は、延べ人数です。出
展者・プレス登録者・主催者・展
示会運営会社は含みません。
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持続可能な社会に貢献する企業が情報発信
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
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